
1 入力共通項目
an 398 M

2

90

対象外表示

TS
G
an 1 C

以下の場合に「Ｘ」を入力
（１）運送中の場合
（２）入力者の管理する保税蔵置場に蔵置されていない場
合
（３）ＡＷＢ情報登録業務実施済みで、かつ貨物確認情報
登録業務未済貨物に対して特殊貨物記号を登録する場合
（４）ＨＰＫ業務、ＣＨＰ業務またはＵＤＡ０１業務が実
施されている場合
（５）処理対象外とする場合
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*

ＡＷＢ番号

AW
B
an 20 M

（１）先頭３桁が「ＸＸＸ」の場合は、処理対象外とする
（２）入力されたＡＷＢ番号がＨＡＷＢの場合は、入力者
の管理する保税蔵置場がＨＰＫ業務を省略可能な保税蔵置
場でないこと
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*

特殊貨物記号
SP
C
an 3 C

ＳＰＣ（特殊貨
物）コード

変更しない場合は、「＊＊＊」を入力
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*

事故貨物

DM
G
an 5 C

事故コード （１）複数の事故がある場合は、代表とするものを入力
（２）税関届出を必要とする事故は、先頭１桁目に「Ｚ」
を入力
（３）税関届出を必要としない民間の事故は、入力自由
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*

無料期間適用表示

AP
L
an 2 C

航空会社コード （１）保管料の無料期間を適用する貨物の場合は航空会社
を入力
（２）既に無料期間が適用されており、取り消す場合は
「ＸＸ」を入力
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*

従価保管料率適用表
示

JY
U
an 2 C

（１）従価保管料率表を適用する貨物の場合は「ＶＳ」を
入力
（２）既に従価保管料率表が適用されており、取り消す場
合は「ＶＸ」を入力
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*

生鮮食料品識別記号
CC
D
an 2 C

生鮮食料品識別
コード

変更しない場合は、「＊＊」を入力
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*

ロケーション

LO
C
an 80 C

（１）以下の形式で入力
ロケーション、符号「，」、個数
例）ＡＢＣ，個数
①ロケーション：３桁以上の英数字
②個数：６桁以内の数字
③単独ロケーション入力の場合、個数は省略可
④複数ロケーション入力の場合、ロケーションと個数
は対となっていること
⑤ロケーションと個数は「，」で区切ること
（２）特殊貨物ロケーションコード（保管料対象）の場合
ロケーション（３桁）、符号「，」、個数
例）ＶＡＬ（個数の省略可）
ＶＡＬ，個数（複数ロケーション入力可）
ＶＡＬ／ＡＢＣＤ，個数（「／」以降は自由入力）
（３）ＳＰ貨物の場合は、先頭２桁に"ＳＰ"を入力
例）ＳＰＸ（３桁で入力）
（４）特殊貨物ロケーションコードは、５種類以内である
こと
（５）スプリット貨物の場合、保税蔵置場単位のロケー
ション桁数の合計が８０桁以下であること。
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*

手作業記号
MS
T
an 1 C

ロケーションを手作業で管理する場合は、「Ｍ」を入力
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*

到着便名１

FL
1
an 6 M

（１）航空会社コード＋フライト・ナンバーを入力
（２）フライト・ナンバーについては、３桁又は４桁の入
力が可能。４桁目については、英・数記号が可、それ以外
は数字とする。

12

*

到着便名２
FL
2
an 5 C

（１）便名の日付部を以下の形式で入力
ＤＤＭＭＭ
（２）到着便名１が「ＵＮＫ」の場合は、入力不可
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*

到着空港
PO
T
an 3 M

ＩＡＴＡ空港コー
ド

コード
繰
2

入力条件／形式

業務名（業務コード）

項番 欄 項目名 ID

条件

ロケーション情報登録（ＬＯＡ０１）

繰
1

属
性

桁

4525-06-1


